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平成14年度研究報告書 

臨床動作法の被虐待児への適用に関する研究 



はじめに
　被虐待児の特徴として、人との信頼関係の築けなさ、外界に対する恐怖感、独占欲の強さ、被害感の

強さ等があげられる（四方・増沢　1999）。しかし、被虐待児の特徴は心理面、対人関係面だけにとどま

らない。被虐待児と接していると、よく転ぶ、手から物をすぐ落とす、「気をつけ」の姿勢がとれない、

なわとびが飛べない、よく人や物にぶつかるなど、身体面、運動面における様々な不器用さも目立つ。

運動機能、感覚機能が育っていない、または統合されていないようで、それが心理面、対人関係面の問

題と相まって、彼らの成長をはばみ生きにくくさせている。

　本研究の対象となるグループワークは、入所施設（以下A施設）ｉにおいて上述のような特徴をもつ子

ども達の機能改善を目的として始められた。

　運動機能、感覚機能改善のために身体に働きかけることは、機能改善という変化を引き起こすだけに

はとどまらない。援助法として様々な身体を通じたアプローチがあるが、その多くは身体の機能改善と

共に、日常生活における構えや人格の発達をも視野に入れている。例えば、臨床心理学の動作療法では

「課題通りの動作をしようと努力するプロセスの中で得られる様々な体験が、当人にとって必要・有効・

有用な治療体験として経験されることが真の狙いである」（成瀬　2000）とされている。また、障害児教

育のムーブメント活動でも「自己の身体を動かすことにより、諸行動を適切に行うために必要な要素と

しての感覚・運動技能の修得と身体意識の形成を図りながら、心理的諸機能を高め、究極的に子どもの

『健康と幸福感』の達成をねらいとする」（小口、小林、高山　1981）とされている。

　本グループワークも、当初は身体運動の機能改善を主目的としていたが、回を重ねるごとに、心理面・

情緒面の発達や生活面での変化が目的の中心になっていった。

　本研究では、上述の動作療法の視点に多くをよっている。その子にあった運動課題を設定し、子ども

にとって課題がどのような意味を持つのか、その課題に取り組む中で子どもがどのような体験をするの

かという視点を導きとすることで、グループワークがより治療的な場になることを目指した。

　本稿ではグループワークでの個々の子どもの変化、子ども達の動きについて得られた視点、グループ

身体運動による被虐待児へのグループアプローチ

―  臨床動作法の視点を助けとして  ―

　本論文は、情緒障害児短期治療施設（以下A施設）において、被虐待児を対象として、身体運動によ

る治療的アプローチを試みたグループワークについての研究報告である。
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ｉ　本研究の対象となるグループワークは、Ａ施設において以前よりあった「グループワーク・トレーニングＢ」を継続発展させたもの

である。Ａ施設では、以前より、「トレーニングＢ」というグループワークを行っていた。そのグループでは身体を動かすのがあまり

得意でない小学生を対象に、楽しく身体を動かしながら、基本的な運動機能の改善を目指していた。プログラムはリズム体操、ストレッ

チ、感覚刺激的な運動（セラピーボール、ローラーボード、ミニトランポリン、戸外で斜面や枯れ葉の上など不整地を歩くなど）を組

み合わせていた。ちなみにここ最近２年間の参加児童は全員被虐待児であった。

　　「グループワーク　トレーニング」について論じたものとしては　増沢高　下木猛史　竹下洋子　岡部美穂「グループワークにお

ける治療的側面－グループワーク・トレーニングの変遷を通して－」『心理治療と治療教育　情緒障害児短期治療施設研究紀要　第4

号』1992　がある。



の変化の３点について論じる。

研究方法
　グループの構造

　身体の動きがぎこちないＡ施設入所中の子ども達４人で、一つのグループを作った。この実験的グルー

プを「のびのびグループ」（以下「のびのび」と略す。）と名付け、施設職員がグループを運営し、外部

の臨床動作法のスーパーヴァイザー有資格者（以下ＳＶと略す）が子どもの動き、グループの進め方、メ

ニューの組み方などについて助言を行った。

　「のびのび」は毎月一回、Ａ施設内の分級の体育館で、45分間行った。学校の長期休暇中は行わず、施

設内の行事等の都合により休止した月もあり、2002年５月から2003年３月まで計７回行った。

　参加児童４名に対し、スタッフ（ＳＶも含め）５名参加して、個々の子どもの身体動作をしっかり補

助、観察できるようにした。

　職員５名の役割はそれぞれリーダー１名、補助２名、観察２名（ビデオ１名、記録１名）である。リー

ダーは毎回メニューを考え、グループの進行役をつとめた。補助は積極的に子どもの側に入り、個々の

子どもに補助、助言をした。記録にはビデオも用い、終了後撮影したビデオを見ながら、子ども達の動

きの特徴や次回のプログラムについて検討を重ねた。撮影については子ども達にあらかじめ了承を得た。

　参加児童について（在園年数は2002年 5月開始時のもの）。

　「のびのび」に参加した４名を簡単に紹介したい。「のびのび」に入るきっかけとなった動きの特徴

や、日常生活で気になる様子について述べる。

Ａさん（小５・女子　在園３年３ヶ月）

　身体を動かすことが好きで、体育の先生になりたいと希望を抱いている。しかし、ダンスでは、リズ

ムと全く合っていないのに平気で踊っていることが気になった。日常生活では、自分ができないこと、

不安なことに直面すると、文句を言って他人のせいにすることが多い。集団遊びではルールにこだわり、

ルール違反をした子に文句を言ってしまい、遊びに身をゆだねることができない。

Ｂさん（小４・女子　在園２年２ヶ月）

　Ｂさんは日常生活でもお尻だけぽこっと突き出た姿勢が特徴的だった。食事中に足をぶらぶらさせて

落ち着かない、一度興奮しだすと注意されてもとまらないなどの様子が見られた。注意されると、まる

で注意した側が悪いかのようにむっとしたり、ふてくされたりすることも多かった。友達に対しては自

分の優位を主張したいのか、誰かが「昨日こんなことしたよ」と言うのを聞くと、「私はこんなことをし

たことがある」と負けまいとすぐに自慢してしまう。一方で、職員と一対一の関係を求める気持ちは出

てきており、そういう場面ではやわらかく落ち着いた様子ですごしている。

Ｃ君（小５・男子　在園３年４ヶ月）

　Ｃ君は日常生活でがさつな動きが多かった。例えば、前を見ずに走って友達と正面衝突する、食事中
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台拭きを取ろうとして、それに気を取られているうちに、ひじでコップを倒し、お茶をこぼすなどがよ

く見られた。サッカーでも一人力いっぱいシュートを打つだけで、他の子にパスはできない。また、人

と適切な距離がとれず、職員にべたべたと寄っていく。集団活動ではまるでわざとかと思わされるほど、

全体への声かけに反応できず、一人自分勝手な行動をして集団から外れてしまう。

Ｄ君（小３・男子　在園１年７ヶ月）

　Ｄ君は当時の学園の中で一番幼い子であった。体格はまるで３歳児をそのまま大きくしたかのようで

あり、廊下をぱたぱたと落ち着きなく走り、そして突然足がからまり、ぱたりと転ぶことが多かった。ま

た、心理的にも大変幼く、思ったように工作ができないなど些細なことでごね、それがなかなか収まら

ず、ひどいパニックに至ることもあった。また、中学生の無断外泊などで、施設全体がばたばたした

雰囲気になると、ちょっとしたきっかけでパニックになった。他児とプロレスごっこで遊んでいると

すぐに興奮して止まらない、などのことが見られた。

　参加した子ども達は、幼少期から心理的、身体的虐待を受けてきた共通点がある。また、４人とも小

学１年生、２年生という年齢で入園しており、学園の集団の中で最年少だった時期があり、相対的に職

員から手をかけられ、かわいがられてきたのも特徴である。

　プログラムについて

　運動課題の選定については、これまでに行なっていた運動課題に加えて、運動遊びを通して他の諸機

能の発達も促すという考えに基づく障害児教育の分野のムーブメント教育（小林　1993）も参考にした。

施設外のスタッフ（ＳＶ）が入る初めてのグループになることを意識して、子ども達に馴染みがあるも

の、単純で楽しめるもので、なおかつ子どもの動きが分かりやすいものを中心にメニューを組んだ。

一つ一つの運動課題の内容、そのねらいについては資料１を参照して欲しい。

経過
　のびのびグループの毎回ごとの様子

　以下にグループでの子どもの主な様子、反省会で話し合われたことを、一回ごと簡単にまとめた。毎

回のプログラムと子どもの様子の詳細については、巻末の資料２を参照して欲しい。

＃１

プログラム

　準備体操→スティック体操→毛布ゆらんこ→サーキットトレーニング→クールダウン

グループの様子

初回である。Aさん、Ｂさんは緊張しているが、Ｃ君、Ｄ君は日常の姿とそれほど変わらない様子。

人数も４人でこじんまりした印象だが、「毛布ゆらんこ」ではＣ君、Ｄ君が興奮しがち、クールダウ

ンでも静けさに耐えられず、軽く顔をはたき合ってしまう。運動課題への拒否はなく、子どもにとっ
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ても、職員にとっても無難に終わった印象がある。

反省会

「毛布ゆらんこ」など感覚を直接刺激するものは、このメンバーには刺激が強すぎるのかもしれない。

運動課題の組み立てとしては小林（1993）の分類を参照に、身体の軸や姿勢の安定を中心にしたもの

（スティック体操）、感覚を刺激することを中心としたもの（毛布ゆらんこ）、身体を移動、操作しな

がら安定すること目指すもの（サーキットトレーニング）からそれぞれ一つの課題を選ぶやり方を維

持することにした。また反省会で見えてきた子ども達の動きをフィードバックできるよう、なるべく

同じ課題を継続することにした。また一つの課題での動きが、他の課題でも生かされるようにプログ

ラム全体の配置を工夫することにした。

＃２

プログラム

　準備体操→スティック体操→ローラーボード→サーキットトレーニング→クールダウン

グループの様子

Ｄ君が不参加のため、３名でのグループ。「スティック体操」では木のイメージを使った身体のばし

が子ども達（Aさん、Ｃ君）にはまった。特にＣ君は身体を伸ばすことの気持ちよさを味わってい

た。その一方で「サーキットトレーニング」のような動く課題は、Ｃ君だけ調子外れな勢いがみられ

た。Ｂさんは練習として、ゆっくり課題をやってもらう時は、不安そうな表情であるのに、リズムに

乗り始めると表情もよくなり、うまくできるのが印象的であった。

反省会

Ｃ君の自分の体を伸ばしたりバランスをとったりする時の動きのよさ、はまりのよさと、平均台から

転ぶなどのコントロールの悪さの差が際立った。Ｃ君は日常生活でも、集団全体に話しかけられて

も、一人だけ反応できない。サッカーでは力いっぱいシュートするだけで、相手にパスできない。

それらを合わせて考えると、環境が彼に合わせて何か返してくれるという体験が極端に乏しく、世界

自体を呼応的なものとして生きていないと考えられた。まずはゆっくり周囲を見て、外の世界に合わ

せることを目標とした。

Ｂさんは自分の身体を伸ばすのは苦手で、補助もしづらい、ゆっくり動くよりも早く動く方が得意、

ということが特徴として表れた。生活場面でも食事中足をぶらぶらさせなければいられないことなど

を考え合わせると、自分の身体や感覚に向き合うような課題が苦手らしい。課題に対しては拒否的で

はなく、取り組もうとはしているので、しばらく様子を見ることにした。

子ども達各々の課題が明確に見えたので、次回以降は「サーキットトレーニング」をゆっくり慎重に

動く運動課題とすばやく早く動く運動課題に分け、実施するなどの工夫をすることにした。

＃３

プログラム

準備体操→スティック体操→セラピーボール乗り→スティックバランス→サーキットトレーニング→

クールダウン
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グループの様子

再び４人のグループになったが、「サーキットトレーニング」を中心に、活気が乏しく、生き生きし

た感じが薄かった。リーダーとしてはうまくいかなかった感覚が残った。「サーキットトレーニング」

の準備の間をもたせるための「スティックバランス」が子ども達に好評だったが、誰一人としてうま

くできない。新しい運動課題「セラピーボール乗り」も難しい課題だが、子どもたちは興味をもって

取り組んでいた。

反省会

上記したが、楽しい雰囲気や生き生きした感じが減った気がした。個々の子ども達の課題が見えた

ため、こちらがその課題にこだわりすぎて、難しい課題に向き合わされていると子どもが感じたの

かもしれない。また、身体の動きを止める課題が多すぎたのも、一つの原因かもしれない。

しっかり立つことを意識させるために、床を踏みしめるジャンプをとりいれた。しかし、そこでは

床を叩くように子ども達が飛んでしまっているので、床にしっかり立つことより、床からはねる動

きに焦点があたってしまう。むしろ、立っている中で片足ずつ、または前後左右に体重を乗せた方

が、しっかり立つことを意識するにはよいと、ＳＶより助言があった。

時間調整にいれた「スティックバランス」だが、あまりにもできなかったことが印象的であった。

バランス感覚だけの問題ではなく、自分と環境の間にインタラクションが生じると、自分がどう動い

たらよいか分からないという問題であろう。「セラピーボール乗り」もボールからの働きかけがあ

り、子どもが環境をどう受け止め、どう働きかけるかというインタラクションする力が必要とされ

る課題である。子ども達は楽しんでいるが、課題自体は高度なので、試す時間を長めにとり、ボール

の動く方向をある程度固定して課題を単純にすることが必要だろう、と話し合われた。

＃４

プログラム

　準備体操→スティック体操→毛布ロデオ→セラピーボール乗り→クールダウン

グループの様子

＃３から期間があいたが、前回と連続している感じがある。子ども達も同じような思いがあるのか、

戸惑いはない。しかし、リーダーの指示に対しては集中できていない感じはある。皆でいっせいに

行う課題（「サーキットトレーニング」）が減り、一人ずつ順番に行う課題（「セラピーボール乗り」

「毛布ロデオ」）が中心となった。「毛布ロデオ」は子ども達に好評だった。

反省会

Ｄ君の特徴として、動きを止められないことが明らかになった。Ｄ君に対してはジタバタしない状

態でじっとして、崩れかけるところでサポートしていく方針になった。子ども達もだいぶ慣れてき

たので、ＳＶが直接補助しても大丈夫だろうと話し合った。

＃５

プログラム

　準備体操→バランスボード→輪っか飛び→毛布ロデオ→セラピーボール乗り→クールダウン
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グループの様子

こじんまりした雰囲気。全体的に指示も入りやすい。子どもたちが課題に対して、積極的に働きかけ

ようとする芽がでてきた。課題に取り組んでいる他の子どもの様子に注目し、自分のやり方を他の子

に教え、共有しようとするなど、安心感のある集団として、まとまりが生まれてきた。課題としては

「バランスボード」を新しく導入した。

反省会

それぞれの子どもたちの、苦手な課題への対処の仕方が見えてきた。また、子ども達が自分の対処の

しかたをみんなに教え合うなど、グループとしてのまとまりがでてきた。

具体的に補助をつけるポイントを絞り（Ｄ君のアキレス腱、Ｂさんのスティック体操）、こうしたら

という提案という形での補助も始めてみる。

ＳＶからは、「バランスボード」について、もう少し時間をかけて試さないと重心の感覚が分から

ないと指摘があった。

＃６

プログラム

　準備体操→バランスボード→毛布ロデオ→セラピーボール乗り→クールダウン

グループの様子

前回同様、自分の取り組みを他のメンバーと共有しようとする動きはあり、集団としてのまとまり

は強い。課題に対しても、能動的に働きかけようとするが、Aさん、Ｂさんの課題へ集中して取り

組む度合いの高さに比べると、Ｃ君、Ｄ君の課題への集中が相対的に低く、差が生まれてきている。

反省会

バランスボードの高さを高くしたのが良かったのか、皆楽しんでバランス感覚を試していた。SVか

らは、バランスが崩れるかどうかのところで耐えることが大事なのでもう少し止まってから時間を

とった方が良いと助言がある。

同じ課題を繰り返すことで子ども達自身が調整していく過程がよく見える。他人にすすめられてでき

ないのは失敗感を生むけれども、自分でやってできないのは試行錯誤の過程の一部であり、失敗と感

じないのかもしれない。

課題のレベルが高くなってきたのか、個々の子どもの取り組みに差がでてきた。Aさん、Ｂさんに

はよいが、Ｃ君、Ｄ君にはきつい感じ。Ｃ君は課題に向き合えずごまかすことが増えた。Ｄ君は課題

の刺激に負けた。

＃７

プログラム

　準備体操→バランスボード→毛布ロデオ→セラピーボール乗り→クールダウン

グループの様子

　この回については後に詳しく論じているので、ここでは省略する。

反省会
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ここ数回まとまりを見せていたグループが崩れたように感じた。しかし、ビデオを見直してみると、

Ｃ君以外は課題に対して真剣に取り組んでいる。これまでは子どもたちが課題に合わせて動いてき

た。課題を自分のものにした子ども達の能動性のある動きや雰囲気が、グループが崩れたという感じ

を与えた原因のように考えられた。

考　察
　１　のびのびグループの中で見えた個人の成長

　「のびのび」の中で子どもたちが見せる身体運動、動作の特徴は、生活場面での子ども達のあり方と密

接に関連し、重なりあっていた。身体の運動・動作に注目して運動課題を工夫し、回を重ねるごとに、子

ども達の動きが実際に変わっていった。その身体動作の変化と共にその子自身が変わることに大きな可

能性を感じずにはいられなかった。

　ここでは「のびのび」での成長・変化を、まずは個々の子どもに焦点をあてて考察する。子ども達の

課題が見えてくるまでの前期と、その課題に向き合っていく過程の後期に分け、記述してみたい。

　Ａさん

　Ａさんを「のびのび」のメンバーに選んだのは、彼女が身体を動かすことが好きであるにもかかわら

ず、ダンスを踊るとリズムと全く合わないことが気になったからである。

「のびのび」以前のグループワークへの参加の様子は、準備をかいがいしく手伝い、課題に対しては痛々

しいほど一所懸命であった。しかし、ゲーム性の強いメニューになると、日常での彼女の姿が表われ、些

細なルール違反などにこだわり、集団から外れてしまう。

・前　期

　「のびのび」でも全ての課題を無難にこなし、当初はあまり注目されなかった。しかし、＃３の準備の

時間に補助職員が始めた「スティックバランス」で注目された。揺れるスティックに対して自分の身体

を動かしてバランスをとろうとせずに、スティックが手のひらから倒れだすと、もう片方の手でさっと

とり、やめてしまう。そして再びじっと姿勢を正し、手のひらにそっとスティックを乗せ、同じことを

繰り返す。

　＃３の「セラピーボール乗り」でも同じようなことが見られた。ボールに四つんばいでうまく乗った

後は自分の身体をほとんど動かさない。一度バランスが崩れ始めても、そのまま何も動こうとせず、棒

のようにゴロリと落ちてしまった。

　これらのことから、Ａさんはたえず変わる環境に対して能動的に自分で働きかけることができない、

またはそのような能動性を発揮できない環境に育ってきたと考えられた。彼女の文句は、周囲を責めた

り、周囲を動かしたりすることで、自分の動けなさにバランスをとるための対処方法であろう。また、

ルールにこだわって遊びに身を任せられないのは、確実なルールにしがみつくことで、自分が不確実な

環境で動くことを回避していると考えられた。

・後　期

　環境の変化に対して、能動的に関わろうとする力をどう引き出すかがＡさんには重要であった。「セ

ラピーボール乗り」も自分とボールとの相互作用を引き出す課題であるが、よりＡさんのあり方に焦点
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をあてて考え出された運動課題が「毛布ロデオ」である。身をゆだねることが得意なＡさんにとって、

「毛布ゆらんこ」は比較的得意な課題であり、毛布はなじみの素材である。また、４人の大人に囲まれて

いることによる安心感の中で、環境に能動的に働きかけるようになって欲しいと考えた。

　＃４の「毛布ロデオ」では、がんばって踏ん張ろうという気は見えるのだが、一度ひっくり返ったり、

横になったりしてしまうと、リカバリーすることができず、そのままなされるがままになっていた。他

の３人と比べると、明らかに踏ん張る姿勢が弱かった。

　＃５の「毛布ロデオ」ではゆらす時間を５秒・10秒・10秒に区切った。耐える時間に見通しをもてる

ようにすることと、Ａさんがリカバリーをするための間をとることを目的にした変更であった。実際に

始まると、踏ん張る気があるのかなと思える程すぐに倒れてしまう。しかし、いつものような文句は言

わず、インターバルには体勢を立て直していた。＃５の「セラピーボール乗り」も身体をボールの上で

棒のようにしており、自分で働きかけることはなく、お任せの状態のままに見えた。しかし、他の子ど

もが乗っている時に「腹に力をいれるといいよ」とアドバイスをしており、環境に働きかけていないの

ではなく、ボールと自分の双方をなるべく動かさないように、消極的ではあるものの環境に働きかけを

していたことが分かった。

　＃６ではそれぞれの課題に対して、どうしたらうまくいくのかあらかじめ考えてきていた。「毛布ロ

デオ」では一人の職員の動きに注目をすることで、ゆさぶりに耐えることを発明した。また、「セラピー

ボール乗り」では「どうしたらうまく乗れるんだろう」とやる前に職員と話し合う姿があるなど、自分

のおかれた状況に対して、文句を言うという方法ではなく、前向きに対処しようという構えが確実に生

まれていた。このようなAさんの姿は日常場面では見たことがなく、びっくりするとともにうれしい出

来事であった。

　＃７の「毛布ロデオ」では、何度かひっくりかえされるが、笑顔で体勢を立て直そうとしていた。「セ

ラピーボール乗り」でも、空気が入り、跳ねがよくなったセラピーボールから何度も落ちるのだが、こ

れまでとは異なり、落ちそうになると必死に耐える様子がみられた。まだまだ不器用ではあるが、環境

に対して能動的に、しかも楽しんで働きかけていく力が確実に芽生えたように感じた。

　Ｂさん

　Ｂさんは日常生活でもお尻だけぽこっと突き出た姿勢が特徴的だった。食事中に足をぶらぶらさせて

落ち着かない、注意されてもとまらないなどの様子が見られた。一方で、職員と一対一の場面ではやわ

らかく落ち着いた様子ですごしている。

・前　期

　「のびのび」では、外部のスタッフが参加することに一番警戒した様子を見せていた。参加も担当の先

生に励まされようやくであった。＃１の「毛布ゆらんこ」でも身体を硬くして、ゆだねる感じにはなら

ない。

　＃２の「スティック体操」ではすぐに「これきらい」と言う。身体を伸ばしきることができず、補助

して伸ばそうとしても、伸ばしきる寸前に身体の軸をゆるめるなど、拒否される感じがあった。「サー

キットトレーニング」では、それぞれの運動課題を練習としてゆっくり試す時には表情も不安げで、う

まくできないのに、本番でリズムに乗ってしまえば、表情も動きもよくなっていた。
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　くねくねしてじっと座っていられない不登校の子に、あぐら座位で背中をまっすぐにした姿勢をとら

せたところ、自分の中から何かが湧き上がりあふれるように「あっ」と声を上げてしまうことがあった

と、ＳＶが過去の経験を語った。その不登校の子と同様に、身体の動きをとめること、身体をゆっくり

伸ばすことはＢさんの中の不安や不快な感覚をはっきり意識させることで、自己感覚への直面体験をか

なり伴っているようである。

　「これ（スティック体操）嫌い」とか、片足立ちでも「こっちは得意」と自分の身体の感覚にはかなり

敏感であり、外部の人がグループワークに参加することに一番警戒心をもったのもＢさんであった。食

事中足をぶらぶらさせるのも、テーブルに座るという固定され、逃げられない状況で、内から湧き上が

る不安な気持ちに向き合わないための本人なりの対処かもしれない。「スティック体操」で身体がまっす

ぐ伸ばせないのも、どこかで自分の中にぐにゃぐにゃした部分を作って、防衛しないと安心できないの

だろう。同様に、課題にゆっくり取り組むことも、課題に向かう自分自身を強く意識してしまい、不安

が大きくなるようだ。Ｂさんの出っ尻はまさに自分の不安に「腰がひけた」状態を表しているようだっ

た。

　しかし、課題を拒否することはなく、本人なりに課題に向かっていた。そのため、課題の達成をすぐ

に求めるより、課題に向かう過程を大事にしていこうと方針をたてた。

・後　期

　Ｂさんに対しては、自分の身体に注意を向け、自分の身体の感覚に向き合うことが目標になった。し

かし、結果を求めすぎず安心感に包まれたなかで、課題に挑戦していく過程を援助することにした。

　＃４の「スティック体操」では自分の重心を知るために、スティックなしで前後左右に身体を少し傾

けることを試してみた。すると、Ｂさんはこちらの意図とは異なり、真っ先に補助している職員に向かっ

て身体をあずけてきた。大変楽しそうで、その際には腰がしっかり入り、でっ尻にはならない。対照的

に、「スティック体操」で上に身体を伸ばす際には、伸ばしきる前に腰がくにゃっと崩れ、出っ尻の姿勢

になってしまう。自分から積極的に働きかける際には、きれいな姿勢だが、外から働きかけられる力が

強くなると、出っ尻の姿勢で防衛するようだ。「毛布ロデオ」では一方で他人に任せつつも、自分でも持

ちこたえるところがＢさんには合っているのか、大変楽しそうであった。

　これまでは自分の苦手な課題になると、しかめっ面をしていたが、この回からは自分の得意な課題、苦

手な課題に関係なく笑顔を見せ、課題に取り組んでいった。「のびのび」で、自分が何かされるのではな

いかという不安感を抱いていたが、それは払拭され、安心感のある場になったように思えた。

　＃５の「毛布ロデオ」は頭を毛布に押しつけて前かがみになって耐え、自分なりの対処方法を見つけ

ていた。また、この時はお尻がでて、背中をそらしているいつもの姿勢とは全く逆であり、きれいな姿

勢になっていた。

　＃６では、＃５の「毛布ロデオ」での変化を受けて、苦手な「バランスボード」でも補助をしてみる

ことを試みた。しかし、お尻が出っ張ったままの状態でうまくバランスをとっており、いわゆる「正し

い姿勢」への補助はしにくく、無理な働きかけはしなかった。「セラピーボール乗り」は自分でボールを

転がしながらうまく進み、一番上手であった。このころから苦手な課題も含めてすべての課題に対して

集中を見せ、落ち着いた様子で参加している。

　＃７の「毛布ロデオ」では毛布の揺れに合わせて、トランポリンのように自分で飛び、「セラピーボー
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ル乗り」も横向きで挑戦、〈まっすぐにむいてやってみて〉と提案すると、「難しいこというね」と言い

つつ、自分と環境を調整しながら、一生懸命課題に取り組み、彼女が自発的に、積極的にかかわる運動

課題がどんどん増えていった。

　ずっと出っ尻の姿勢が崩せなかった「バランスボード」もいつの間にかでっ尻が目立たなくなってい

た。バランスボードを前に倒して、８秒間耐えた後、〈ボードなしで立ってみて。しっかり安定して立っ

てる感じしない？〉と聞くと、しばらくじっとした後、「ほんとだ」とびっくりしたように言った。強い

不安を感じずに、自分の身体の感覚を味わえ、彼女の中で大きな変化があったように感じられた。

　Ｃ君

　Ｃ君は日常生活でのがさつな動きが目立った。集団場面では、全体への声かけに反応できず、一人自

分勝手な行動をして集団から外れてしまう。サッカーでも一人力いっぱいシュートを打つだけで、他の

子にパスはできない。

・前　期

　「のびのび」では日常生活の姿がそのまま表われた。＃１からマットの準備中にその上に乗って跳んで

しまい、周囲の状況にはお構いない。「毛布ゆらんこ」もこちらの指示は関係なく、ただ暴れるだけにな

る。＃２の「サーキットトレーニング」では、横歩きでと指示したにもかかわらず、平均台に正面から

突っ込んで、勢い余って派手に転ぶ。その一方、＃２の「スティック体操」で、木のイメージを用いた、

身体伸ばしはしっかりと伸びきり、本人も気持ちよかったようで、リーダーのところにわざわざ「もっ

とのばして」とよって来た。身体をしっかり伸ばしたあとは、左右に身体を曲げても軸がしっかりし、足

もとも安定して地面にしっかり立っていた。

　自分を環境に合わせていく意志が見られないのは、これまでＣ君が生きてきた中で環境が彼に何かを

返してくれるという経験が乏しかったと考えられた。自分の働きかけが、環境からなんの反応も受けな

ければ、環境へ働きかける意志や、力は生まれないだろう。幸いにも自分の身体についての快・不快の

感覚はしっかりしているので、この感覚を大事に、周囲をしっかり見て、外の世界に合わせるとうまく

できるという成功体験をつみ重ねてもらうことを目指した。

・後　期

　＃３の「スティック体操」ではゆっくりきれいに立ち上がり、足もしっかり地面をつかんでいた。本

人も満足そうで、非常に落ち着いて取り組むことができた。テンポよく軽快に動くことを目指した「サー

キットトレーニングうさぎ組」では、それまでのがさつな動きのままだった。一方、周囲を見てしっか

り確実に動くことを目指した「サーキットトレーニングかめ組」では他の子が課題に楽しく向かえない

なか、信号フープもとまるところできちんととまれ、前回のがさつな動きとはうって変わって、丁寧な

動きができた。職員のアドバイスも素直に聞きいれ、前回派手に落ちた平均台も、最初は慎重にゆっく

り行い、途中からコツをつかみ、うまくなった。きちんと教えてあげれば、身体を動かすセンスはよく、

覚えがはやい。

　＃４以降も自分の身体に向き合って動かす課題に対しては集中していた。＃４の「スティック体操」、

＃５から＃７の「バランスボード」への取り組みは安定した。「バランスボード」では全く倒れそうにな

い。ボードを後ろに倒す課題でも、ひざを曲げうまくバランスをとる。他の子には不安定さを楽しめる

－10－



課題であるが、彼にとっては物足りないかと思わされるほどだった。また、この時期に一気に伸びた身

長も、身体の軸の安定に一役かったようだ。しかし、成長した身体は、「のびのび」の幼い、こじんまり

した雰囲気とそぐわない印象も受けた。

　「セラピーボール乗り」の初回である＃３では止まったボールの上に座って乗り５秒間耐えることを課

題にした。その際には、ボールの重心にしっかり乗ることができたが、わざとゆらして落ちてしまう。＃

４以降はボールにうつぶせになり、ボールを職員が動かすのに合わせてバランスをとるように課題を難

しくした。Ｃ君はなかなかまっすぐ乗ることができず、左右の感覚があまりない印象を受けた。また、怖

さもあるのか身体や筋肉がしなやかでないのもうまく乗れない原因と考えられた。＃５では一人だけセ

ラピーボールを腕で引き寄せるように前後に動かして、自分から課題に働きかける姿が見られ、次回が

期待された。しかし、＃６では、集中してとり組めず、ボールにうまく乗れないとそっと支えのマット

に足を引っかけてしまうなど課題に対してごまかすような姿勢が見られた。それは＃７でも続き、さら

には他の子が課題に取り組んでいるのに、ちょっかいを出そうとして、制止される場面もあった。

　後半うまくいかなくなった理由はいくつか考えられる。一つには自分を動きのある環境に合わせてい

く課題は、Ｃ君にとってまだ難しすぎたことが考えられる。ようやく環境に対して自分の身体をどう動

かせばよいか分かってきたＣ君に、たえず変化する環境は不安定で、どうにも対処できなかったのだろ

う。

　同時期には並行して行われていた「トレーニングＢ」にもはまれなくなり、生活場面の中でも一時期

影を潜めていた、人へのべたべたしたかかわりや落ち着きのなさが目立っていた。思春期に入って衝動

性が高まったことで、こぢんまりとした「のびのび」のメニューにはまれなくなったのかもしれない。身

体が大きさのわりには、セラピーボールが小さくなってしまったのも原因であるのだろう。

　Ｄ君　

・前　期

　Ｄ君は当時の学園の中で一番幼い子であった。体格はまるで３歳児のようであり、転ぶことが多かっ

た。また、人格的にも大変幼く、些細なことでごね、興奮し、ひどいパニックに至ることもあった。実

際＃２の前はパニックになり、参加できなかった。また、学園全体の雰囲気に影響されやすく、学園全

体がばたばたした雰囲気になると些細なことで暴れた。

　「のびのび」では＃１の「サーキットトレーニング」からケン・ケン・パのパの両足がそろわない、利

き足でしかケンケンできない、平均台でかに歩きができないなどすべての動きがぎこちなかった。動き

がぎこちないことは分かるものの、動作の特徴をつかむことはなかなかできなかった。ただ、＃１の「毛

布ゆらんこ」では笑いが止まらなくなり、＃２はパニックになり参加できないなど、刺激の強いグルー

プへの参加は難しいと考えられた。しかし、本人の希望もあって続けることになった。

　＃３になると「スティック体操」で一つ一つの動作の間がない、つまり、動作の止まる瞬間がないこ

とや、上半身を横に倒すとそのまま身体ごと倒れてしまうなどの特徴が見えてきた。また、「スティック

バランス」や「サーキットトレーニング」での平均台など、バランスを崩した時に態勢を立て直そうと

いう気はあるが、じたばたと動きすぎ、リカバリーの動きを妨げていることが分かった。

　これらの動作の原因として、静止できないことが考えられた。静止できないことは、自分の身体をコ
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ントロールできないことで、自分の身体が自分のものである、もしくは自分自身であるという感覚が弱

いことにつながる。周囲の状況に簡単に影響されてパニックになるのも、自分自身が簡単にゆり動かさ

れ混乱した結果であり、自分に対する肯定的な構えがなく、自分と他者、自分と環境との境界が薄いと

も考えられた。

・後　期

　バランスを失った自分自身を立て直そうという思いはあるが、その方法が周囲の動きと関係なくじた

ばたとするだけなので、その思いを適切な行動につなげるために、課題をしっかり見て慎重に動くこと

を目標にした。また、リーダーの身体の動きを模倣することもできておらず、Ｄ君が体の動きを理解し

ていくために、補助をつけ、身体の動かし方を丁寧に教えていく方針をとった。

　＃３の「サーキットトレーニング・かめ組」でゆっくり確実に課題に向かうことを目指した。例えば、

一回止まらなければならない赤のフープでは、止まろうとするが、一度動き出してしまうと身体を止め

きれず、勢い余って転ぶことも多かった。＃４からは、準備体操やスティック体操のひとつひとつの課

題に補助をつけて、身体の動きを覚えてもらうことからはじめた。

　＃５ではまず、アキレス腱を伸ばす身体の形ができないため、その姿勢を教えることからはじめた。

「バランスボード」では重心を傾けて静止した状態で耐える感覚を味わってから、「輪っか飛び」によっ

て動きの中で自分の身体をとめることを目指した。リーダーの声かけに自分の動きを合わせようと必死

だが、自分の勢いを止めることができず、前に飛ぶと、そのまま前に進んでしまい、すぐに後ろの輪っ

かにもどることはできなかった。＃６の「バランスボード」も最初のうちは板を傾ける勢いが強すぎて、

板を前に倒せば、身体ごと前に倒れるなど、前回と同じ様子が見られたが、補助がつくと、少しずつコ

ツをつかんだのか、集中して課題に取り組んだ。＃７の「バランスボード」でようやく、体重を傾けた

まま静止することができるようになった。

　周りの環境をどうにかしたいという思いについて見てみると、＃５の「毛布ロデオ」では毛布をつか

んで耐え、他の子と同様に自分なりの工夫をして、課題に向きあった。一方「セラピーボール乗り」で

はボールの動きに関係なく、自分勝手にジタバタ暴れて転げ落ちていた。＃６の「セラピーボール乗り」

の転がるセラピーボールに乗る課題では、前に進む際はリーダー（本児の担当セラピスト）に向かって

飛びつくように遊んでしまう。しかし、後ろに動いていく課題では緊張感があるためか、真剣な表情で

ボールの動きや反応を感じながら動くことができる。＃７では「毛布ロデオ」では、起きあがりこぼし

のような姿勢で乗り、倒れても反動を利用して体勢を立て直し、最後は毛布の動きに合わせてトランポ

リンのように飛んでいた。

　当初は継続も危ぶまれたＤ君だが、課題の合間はＣ君と一緒にふざけてしまっても、課題が始まれば

集中できるようになった。

　またＤ君は、幼いためかもしれないが、安心感が強い時は本児のこう動きたいという理想が大きく

なる。その結果、現実の自分にできる動きとかけ離れた動きを想像してしまい、指示された課題や、

自分の身体や環境からの働きかけを無視してしまうことがみられた。しかし、＃７では毛布の揺れに

合わせて動くことができるなど、楽しくとも我を忘れずに、集中して環境と対話する芽が生まれつつ

ある。
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　２　視点として見えてきたこと

　今回のグループの中で、見えてきた子ども達の動作について、またグループを運営する上で重要な視

点をえることができた。以下でそれを述べていきたい。

　自体操作と対象操作

　自体操作とは自分の手を口に持っていく、身体のかゆい部分を手でかくなど、自分の身体をうまく使

うことである。また、対象操作は机の上にある鉛筆をとる、相手に向かってボールを投げるというよう

に、外の世界に自分の身体を働きかけてゆくことである。発達的に考えると、人は生まれるとまず指

しゃぶりなどによって自分の身体像を形づくり始める。その後に、外の物を触ったり、口にいれたり探

索行動をして、外の世界と接触していく。人間の成長においては自体操作がまず生じ、その後対象操作

が生まれ、加齢と共に両者がお互いに密接に関わりながら発達していくと考えられる。自体操作が未熟

であれば、当然それに伴っておこる対象操作も未熟になるはずであり、D君はまさにその状態にあった。

　自分の身体をうまく使えるということは、自分の身体を自分のものとして受け止め、自分でコントロー

ルできるということである。自体操作に焦点をあてた運動課題は、自分の身体は自分で動かしていると

いう主動感を得ることやそれができることにより自分を肯定的に受け入れていくことを目的にした。

　自体操作については自分の身体をどう動かすかというアプローチ（「スティック体操」）と、自分の身

体をどう静止させるかというアプローチ（「バランスボード」）の両面から発達を促した。自体操作に関

する運動課題は動きが少なく、ややもすれば楽しさに欠け、動きの多い子ども達にとって難しさや苦し

さを感じさせない工夫が重要となる。

　次に対象操作について詳しく考えたい。「のびのび」の中のＡさんとＣ君の動作をもう一度見直して

みると、対象操作は２種類に分ける方が子ども達の姿を理解しやすい。一つ目は子ども達の働きかけに

よって変化しない対象へ働きかけることであり、二つ目は、子ども達の働きかけに反応し、刻々と変化

する対象へ働きかけることである。

　Ｃ君は自体操作については得意で自信もあるようだが、対象操作になるとどんな課題であっても、周

囲の環境の状態を感じられないこともあり、途端に自分をコントロールできなくなる。一方、Ａさんは

自体操作に大きな問題はなく、「サーキットトレーニング」も無難にこなし、対象操作にも大きな問題は

ないように当初はみえた。しかし、自分の動きにともなって環境が変化する「スティックバランス」や

「セラピーボール乗り」という課題になると、途端に動けなくなってしまった。

　この点からメニューを見直してみると「サーキットトレーニング」は環境からの反応は多少あるもの

の、環境そのものが大きく変わることはなく、自分の身体を動かない対象に向かってどのように動かし

てゆけばよいのかという自体操作に近い課題として位置づく。一方、「スティックバランス」や「セラ

ピーボール乗り」は自らの働きかけによって環境も変化し、常に環境からの不確定なフィードバックを

受けながら、さらに対象に働きかけてゆくというより高度な課題と位置付けることができた。

　しかし、Ｂさんは自体操作は苦手なのに、対象操作は比較的うまくできる。これは従来の自体操作、対

象操作という運動機能の面だけではとらえることができなかった。人生の初期の重要な時期にネグレク

トあるいは虐待を受けた被虐待児の特有の発達とも考えられ、今後の検討を有するだろう。自体操作、

対象操作という視点がなければ、その視点を超えて考えなければならないとは分からず、曖昧なままだっ
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た可能性が高い。様々な視点をもつことがありのままの現実に近づくためには必要であった。

　自体操作、対象操作という視点がはっきりすると、子どもたちの身体動作についての課題もはっきり

見えてきた。それと同時にこれまで「トレーニングＢ」で行っていた運動課題が整理され、それぞれの

子どもの持つ課題が明確に見え、課題に向き合う子ども達の様子に合った運動課題を採用できるように

なった。

　繰り返しの意味、過程を支えること

　「のびのび」では子どもたちが集中でき、楽しめた運動課題の多くは継続となった。課題の多くを継

続したことで、一ヶ月に一回のグループワークにもかかわらず、子どもたちの中には連続性の感覚が生

まれたようで、前回と同じ課題を今回はどう取り組んでみようかと工夫する姿がみられた。

　一方リーダーは同じことを繰り返すのは大事だが、マンネリになってはつまらないので運動課題を新

しくしようかといつも迷っていた。しかし、今振りかえると課題をこまめに変えずよかったと思う。参

加している子ども達は幼少期より虐待を受けた子ども達であり、幼いころから次の瞬間にはどうなるか

分からないような環境で生きぬいてきている。「のびのび」は十分な安心感につつまれていたが、それで

も課題に対して自分なりの関わりをしていくまでには十分な時間が必要だったのだろう。知らない外部

のスタッフが入ってくるというだけでかなり警戒をしていた初回のＢさんの姿が思い出される。

　また、それぞれの運動課題が目指すものと個々の子どもの課題が見えてきたことにより、その子が苦

手な課題であれば、励まし、うまくできれば同時に喜ぶなど、その場で子どもの経験・感情に即した

フィードバックもできるようになった。子どもに対する肯定的な声かけが増えたことで、グループ自体

が呼応的な環境になっていき、そのことが子ども達に安心感を与えるという、良い循環が生じていた。

　学校の教科で体育ほど好き嫌いが分かれる教科はない。その理由は、できるできない、得意不得意が、

誰から見てもはっきりと分かってしまうことにある。また、体育の目標として課題（マット、鉄棒など）

ができるようになることを目指しているので、できなかった時に挫折感や失敗感を強く感じてしまうの

だろう。（これはどの教科にも共通であるが）

　「のびのび」のもとである「トレーニングＢ」で印象的な出来事があった。野外の枯れ葉がふかふかと

つもった場所で一人ずつ順番に側転をした際に、リーダーが失敗し思いっきりお尻を打った。すると、そ

れを見た子ども達の雰囲気が急にほっとし、和んだものになった。子ども達の「失敗してはいけない」

「失敗したら非難される、はずかしい」という呪縛がどれほど強いかがよく分かる出来事だった。

　被虐待児は不安や警戒心が高いという特徴があり、上記のような気持ちは虐待を受けてない子よりも

相当強いと考えられる。不安の強い子を対象に「のびのび」のような身体を動かす活動をする際に大事

なことは、課題ができるかできないかよりも、課題に取り組んでいく過程自体を支えることだと思う。

　もちろん、あまりに不安が強すぎればイメージや音楽を使うなど、不安を適度に和らげていくことが

重要となる。例えば、＃２の「サーキットトレーニング」でＢさんがゆっくり平均台をわたろうとする

際には、不安そうな表情でお尻も出っ尻になってしまうのに、「かにさんになるんだよ」と声かけして、

手をチョキにさせると、意識が不安な自分からかにさんのイメージに向かうのか、急にうまくできるよ

うになった。音楽は今回のグループでは用いなかったが、音楽のリズムに乗ることで、自分の不安やで
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きなさにあまり向き合わずに課題に取り組むことができる。

　しかし一方で、身体の動きや姿勢が変化するということは考える以上に大きなことである。幼少から

虐待を受けてきた子達の見せる動作や姿勢の特徴は、それまで生きぬく中で必要として身につけてきた

姿勢や身体の動きであり、それを「間違っているから」と変えさせることは危険である。葛西（2003）は

ボディワークの倫理について、たとえ専門家の指摘だったとしても、本人のその時々の「理（ただしさ）」

（＝本人の理にかなっているということ）との兼ね合いの中で自らが選択し決定していくことが必要と述

べている。課題ができることのみを目指して、本人の不安をどんどん軽減した結果、ブレイクスルーが

起こり「正しい」動きになったとしても、その身体は自分のものとして受け入れられるのであろうか。

過程そのものに着目することはその危険への歯止めにもなる。

　自分の不安にも眼を向けつつ、自分の意志として新しい動作を選び取っていくことが必要であり、そ

のようなことが許されない環境に生きてきた被虐待児には特に重要な視点なのであろう。

　３　グループとしての成長

　これまでは子どもたち一人一人の姿に焦点をあててきたが、ここではグループ全体について考えてみ

たい。最初にも述べたが、「のびのび」はグループとしてではなく、個々人の身体の動作に働きかけるこ

とを目指したので、子ども同士の相互作用が起こる運動課題は採用しなかった。しかし、「のびのび」は

グループとしても成長していた。

　グループの成長過程

　「のびのび」を始める際に、「のびのび」も「トレーニングＢ」と一緒であると子ども達には伝えた。

しかし、外部のスタッフが入ることやビデオ撮影など初めてのことが多く、Ｂさんのように警戒心を強

く抱く子もいた。職員数が多いこともあって守られている感じがあり、回数を重ねると「ビデオを見た

い」という声があがるようになった。自分たちの課題に向かう姿を肯定的に受け取る変化が見られた。後

半になると、一人一人順番にやるような「セラピーボール乗り」や「毛布ロデオ」などでは、自分の考

えた工夫を惜しみなく他の子にアドバイスしたり、他児を応援したりという姿が見られた。このような

姿は日常生活とは全く対照的であった。日常生活では、Ｂさんは他児が自分の持っているのと同じマン

ガを買ってきただけで、「ぱくられた（＝真似された）」とムッとしたり、その子に文句を聞こえよがし

に言ったりする。そのような姿ばかり見ていた職員にとって、グループで見せる姿には本当に驚かされ、

ほっとするような気持ちになった。

　このような流れの中、＃６までは職員が肯定的にグループを見ることができた。しかし、＃７は多少

異なっていた。この回を細かく検討してみたい。

　＃７は、＃６から運動課題は変更せずに臨んだ。変更点は「毛布ロデオ」の３回目は各自が「毛布ロ

デオ」か「毛布ゆらんこ」を選べるようにしたのと、セラピーボールが転がりやすくなるように空気を

入れたのが変化である。リーダーの予想としては最終回ということもあり、これまでの肯定的な雰囲気

が続いて、まとまった感じで終わるのだろうと考えていた。

　＃７では子ども達が体育館に入ってくると、「始めるよ」の声がかかるまで、いつものように跳び箱な

ど体育用具の陰や、体育用具室にかくれ始める。職員にさがして欲しいようである。なぜか一人Ｃ君が
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奇声をあげ、体育館に響かせてそれを楽しんでいる。「始めるよ」と声をかけてもやめられず、奇声が響

き、それに影響されたのか他の子も集合するが、肋木に登ってしまうなど、なかなかすっきり始めるこ

とができない。リーダーはいつもと違い、戸惑いを感じていた。

　整理体操を終えて、ランニングを始めるとＣ君はわざとリーダーの走る進路をふさぐように走る。

リーダーを抜くことがいつもよりも多い気がして、〈ぼくより後ろを走ってね〉と声をかける。「バラン

スボード」にはみな集中して取り組むことができた。「毛布ロデオ」では一人がやっている時に、待って

いる子ども達が勝手にマットや、肋木に登ってしまう。一人目のAさんの時に、〈気になると危ないから

やめて、他の人の（がんばっているの）を見てあげて〉と注意をする。しかし、３人の様子は変わらず、

〈（他の人がやっているのを）見ていて、遊んでいるんだったら、やめるよ〉と思わずきつく注意する。そ

の後の「毛布ロデオ」では毛布から子どもたちがいつもより落ちるので、この場に安心感がなくなって

いるような不安な気分になる。

　次の「セラピーボール乗り」では、前回よりボールに空気を入れたため、なかなか乗ることができず、

〈まずゆっくり乗ってごらん〉と声をかけながら進めた。順番を待つ３人はセラピーボールを固定するた

めのマットの上からみていたが、Ｃ君は身を乗り出しセラピーボールの近くによってきて、乗っている

子に手を出そうとしたので、危ないと思い注意をした。また、Aさんがボールに乗っている時にちゃか

すような、馬鹿にするような言動が見られた。全体を通じて枠から外れてしまう行動がこれまでになく

多く、けがの心配もあり、それに伴ってこちらの注意する回数も増えてしまった。

　終了時リーダーである私は今までの良い集団の雰囲気も崩れてしまったような気がして、がっかりし

たし、悲しかった。反省会を始める気にならなかった。しかし、反省会でビデオをみるとどの子も課題

に対しては、集中してかかわっている。では、実際の「のびのび」を進めている間に感じた、拡散した

ようなざわざわした雰囲気はどう考えればよいのだろうか。

　反省会で話題になったことは、子どもたちが課題を自分のものにしているということである。「毛布ロ

デオ」ではこれまでの揺れに耐えるというだけでなく、耐えられなくなるとその揺れに同調して、その

揺れを楽しむことに切り替えていた。毛布から３人の子が落ちたのは（Aさん・Ｂさん・Ｄ君）、毛布か

ら振り落とされたという感覚ではなく、毛布の動きに合わせて自ら飛び跳ねているうちに思わず、外に

出てしまったという感覚に近いのかもしれない。

　躍動感を運動課題が引き出しているところもあった。「毛布ロデオ」の最後は今まで通りでも、「毛布

ゆらんこ」でもいいよという教示をしたが、それは、子ども達に課題に働きかける自由を与えることで

ある。また、空気を多く入れたセラピーボールは落ち着いて乗ることをより難しくし、ボールの上で転

がったり、はねたりすることを促進した。

　これまで培ってきた安心感によって、一人一人が課題に対して前向きに取り組むようなエネルギーが

場にひろがった場合、課題に集中している時は問題ないが、自分が課題に向かっていない時、そのエネ

ルギーは子どもたちにとって、どうにも扱えないものになっている可能性がある。自分の中に満ちてき

たエネルギーは重要なのだが、それをどう適切な行動にしたらよいのか分からない状態であろう。

　Ｃ君を例に考えてみる。Ｃ君は＃７のころ生活場面でも落ち着きがなくなった、体毛が生え出すなど

の変化もあり、思春期の衝動の高まりも重なって起こったと考えられた。自分の中に生じたエネルギー

をどう処理していくかはそれが身体的なものであれ、心理的なものであれ、大きな差はないだろう。＃
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７では体育館に入ってくるなり、奇声をあげていたり、ランニングでリーダーの邪魔をしたり、他の子

にちょっかいをだしたり、馬鹿にしたりという行為は、過剰な衝動性エネルギーをどうしてよいか分か

らない状態と考えられる。その対処の仕方は、Ｃ君がしばらく前まで生活場面で見せていた不適切なや

り方そのものであった。また、「毛布ロデオ」も今回Ｃ君だけ、身を任せる選択をしたが、そうなると興

奮して、ふざけてコマネチポーズをし続ける。エネルギーが高まった状態のＣ君にとっては「毛布ロデ

オ」「セラピーボール乗り」という課題は、自分をコントロールできない、一種のパニック状態に陥らせ

るものなのだろう。

　柏木（1987）も述べるように「自己を強く持つこと、外に向かって出すこと、他方、自己を抑えるこ

と、または自己を統制することとの二つが相反するものではなく、バランスを持って発達してゆく」の

であり、今回のように子どもたちにエネルギーが充満してくると、その勢いを抑制できずに動いて、け

がをする可能性が高まる。しかし、注意や、叱ることでその勢いを止めるのは即効性があるが、安心感

をベースに生じてきたエネルギーをとめてしまうことになる。「のびのび」でいえば、いかに今度はそれ

をうまく使うことへつなげる運動課題を提示できるが重要となる。

　個々人の身体の動きに焦点をあてるために始まった「のびのび」であったが、結果としてグループと

しての視点を外すことができなかった。グループ全体の状態がどうなっているかを見極め、グループの

状態を見て柔軟に運動課題を変えるなどの工夫も必要である。

　３月で一応終了と考えていた「のびのび」だが、新学期に入って「次の『のびのび』、いつから始まる

の？」と参加していた子ども達が聞いてくることが多く、子どもたちには職員が考えていたような最終

回の意識はなく、継続するものだ、続くものだという意識があったようだ。まだグループ自体は途上で

あるのだろう。

結　論　
　自分の課題に自発的に取り組んでいくこと、退行と成長促進

　グループの経過をまとめ、個々の子どもの成長、グループとしての成長についての考察を行ってきた。

このグループが行った一番重要なことは、参加する子ども達にとって安心感につつまれた、一種退行的

な方向と成長を促す方向がバランスを保った環境をつくりだしていくことにあった。集団で身体を動か

す場面はできるできないが明確にあらわれる場面でもある。他人と争うのではなく、それぞれの子が楽

しく身体を動かす中で、安心感を抱けたようである。

　そのような安心感に支えられ、これまで生きてきた過程で十分に味わうことができなかった課題、自

分の身体を味わう、相互作用のある環境で自分を試してみるなどに次第に向かい、乗り越えようとして

いく。その過程を支えながら職員は必要と思われる課題を「こんなのやってみない？」とおずおずと提

示していく。これが「のびのび」が行ってきたことの意味であろう。

　この二方向のバランスを取ることは難しい。＃３と＃７はリーダーとして違和感があった回である。

＃３は個々の子ども達の課題が見えてきたことで、こちらの設定したメニューが課題に直面させるもの

が多すぎ、遊びの少ないものになったように思える。つまり、成長を促そうと無理をさせすぎたのだと

思う。＃７は子どもたちやグループに生じてきたエネルギーをこちらが理解できず、エネルギーに見合

う課題ややり方を職員側が準備できなかったと考えられる。個々の子どもの成長とグループとしての成

－17－
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長の双方に目配りをしていくことが重要である。

今後の課題
　今後の課題として3点をあげておく。

　一つには、今年に引き続いて、子どもの身体運動についての視点や、それに対する課題の設定、援助

方法についての知識や理解を深めることである。今回は臨床動作法の視点に得るところが大きかったが、

身体の動き・姿勢等を対象にした援助には様々なものがあり、それらも今後は視野に入れ、考えてみた

い。

　第２の課題は、今回の「のびのび」では個々の子どもの動きをよく見るために、集団としての動きを

抑制した構造にした。にもかかわらず、最後には集団としての視点に向き合わざるをえなかった。来年

も同様の構造で行う予定だが、グループの集団全体の発達についても注目し、可能であれば、そのグルー

プの力動を治療的に利用することを目指すのが第２の課題である。

　また、同種のテーマになるが、同じ運動課題を集団で行う際と個人で行う際との違いを考えてみたい。

集団活動は刺激が強く、被虐待児にはその場にいること自体に困難をともなう子が多い。しかし、今回

の「のびのび」のように課題設定が適切で、集団の雰囲気がよくなれば、そこを基盤に成長を促進させ

る力は高くなる。今回の「のびのび」ではＡさんとＢさんの変化がもっとも目立ったが、この二人は集

団活動に対する構えがある程度できていたように思う。

　Ｃ君については、Ｃ君の動きに対する理解を担当職員に伝えたことで、担当と二人の時間の時に、相

手をよく見て動くことをねらって、キャッチボールや、サッカーのパスを一緒にするなど、日常生活場

面でも「のびのび」で発見された視点が応用されるようになった。集団にはまれない子ども達には、刺

激が少ない一対一の方がよいのかもしれない。集団で行うのが適当な子どもなのか、一対一で行うのが

適当な子どもなのかを、その子の動きの特徴によって判断できる視点が得られればと思う。
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資料１

「のびのびグループ」で行ったメニューとそのねらい

　メニュー名の前にある番号は「のびのびグループ」の中で行う順番を表している。ねらいについては当初想

定していたものだけではなく、グループを進めるうちに新たに見えてきたものも列記してある。

 

①　準備体操・ランニング

　屈伸、伸脚、アキレス腱伸ばし。手首、足首、首などを柔らかくする。ランニングは体育館の中を５周。け

がをしないよう体をあたためることが目的である。ランニングは競争にならないようにリーダーより前を走ら

ないことがルール。

 

②　スティック体操（＃１～４）

　長さ80センチ程度のスティックを使って、自分の体を曲げたり伸ばしたりする運動。スティックを使うと

何も持たない時に比べて、身体の筋肉が伸ばしやすく，動きが意識しやすい。自分の身体の動きを知るととも

に、身体の動きの基礎としてしっかり立つことも目指した。

 

②　バランスボード（＃５～７）

　木の板の下に高さ2.5センチの半球状のゴムをつけ、前後左右に傾けることができるようにした。その上に

乗ることで、不安定さを楽しみながら、自分の重心を傾け、傾けたままバランスをとって耐えることを目的と

した。

 

③　ローラーボード（＃２）

 　4つの車輪のついた板の上に、座ったり、寝転がったりし、それを職員に押してもらい楽しむ。感覚を刺激

することがねらいで、特にスピード感を味わってもらう。

 

③　毛布ゆらんこ（＃１）・毛布ロデオ（＃４～７）

　毛布ゆらんこは、毛布の上に子どもが寝転がり、その両端を大人二人が持ち、ゆりかごのようにゆっくりと

ゆらす。感覚に刺激をあたえることや気持ちよく体をまかせることを目的としている。

　毛布ロデオは、毛布の上に子どもが四つんばいになり、毛布の4つ端にいるスタッフがそれぞれ自由に揺ら

す。子どもはその揺れに負けないように耐える。楽しみつつ、自分から不安定な環境に耐えたり、環境に能動

的に働きかけたりすることを目指す。

 

④　サーキットトレーニング（＃１～３）

　サーキットトレーニングは平均台やマット、フラフープなどを使った簡単なアスレチックである。移動運動

や手足の協応に焦点を当てている。
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④　セラピーボール乗り（＃３～７）

　子どもが直径１メートルぐらいのセラピーボールの上に乗り、それを職員が前後に転がす、子ども自身がバ

ランスをとりながら静止する、などいくつかのバージョンがある。セラピーボールの柔らかい感覚を楽しむと

ともに、環境（ボール）と自分自身との相互作用を楽しみつつ、それをコントロールする構えを身につける。

 

　⑤　クールダウン

　体育座りをする。目をつぶる。簡単な整理体操をするなど。ねらいとしては、それまでのメニューで興奮し

た心と身体を落ち着け、日常生活に戻る準備をする。

 

　おまけ　スティックバランス

　スティックを手のひらにのせ、それを落さないようにバランスをとる。バランス感覚を養うとともに、ス

ティックと自分との相互の関係をコントロールしていく。
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「のびのびグループ」一回ごとの子どもの動き 

　以下に１回ごとの活動内容と子どもの様子を表にしてまとめた。

うまくつかえない。

身体が倒れるまでね

じってしまう。

興奮しケラケラ高笑

い。「もっとはやく」

と。

２回目の変化はうま

くできる。

〈 気 持 ち よ か っ た

人？〉には手を挙げ

る。

幼児のようなぎこち

な い 走 り 方 が 目 立

つ。

ケン・ケン・パーで

はケン・ケンが同じ

足で連続してできな

い。パーが両足そろ

わない。

かに歩きできず、落

ちる。

全体的にできないこ

と多く、ごまかして

こなす。

静けさに耐えきれず

笑いが止まらなくな

り、Ｃ君と顔のはた

きあいになる。

Ｄ君

日常と変わらない感

じで緊張は見られな

い。ビデオにピース

するなど、ビデオを

意識しているのが緊

張かもしれない。

身体はまっすぐ伸ば

せるが、腕は曲がっ

てしまう。

マット準備などお構

いなく、マットに乗

り、勝手にはね始め

る。「楽しい」と言

うが、あお向けから

う つ 伏 せ へ の 変 化

は、うまく行かず暴

れるだけになる。

カニさん歩き、勢い

を調節できず、最後

ま で わ た り き れ な

い。

肋木はわざわざ高い

ところからジャンプ

しようとするが、ジ

ャンプ自体は慎重。

静けさに耐えきれず

笑いが止まらなくな

り、Ｄ君と顔のはた

きあいになる。

Ｃ君

少し固い表情、担当

の先生に髪の毛を結

んでもらい、初めて

の人、初めての場所

への防衛といった感

じ。常にお尻がぽこ

っと突き出た姿勢で

いる。

後ろに体をそらせよ

うとすると、そりき

る寸前に、身体の軸

を く に ゃ っ と 崩 す

か、耐えきれず後ろ

に倒れる。

結んでもらった髪の

毛が気になり、身体

を固くしてゆだねる

ことはできないが、

〈 気 持 ち よ か っ た

人 〉 に は 手 を 挙 げ

る。

途中で「あの人は（藤岡

先生）は見ているだけな

の？」と確認。平均台か

に歩きはお尻が突き出

た姿勢のためできない。

〈カニさんだよ〉と声を

かけると、手をカニのよ

うにした途端、姿勢がよ

くなりうまくできる。ロ

ープ渡りも練習の慎重

な時より、本番でスピー

ドがはやくなった時の

ほうがうまい。

Ｂさん

非常に「いい子」で

この場にいる。何事

に も 一 所 懸 命 な 感

じ。全体的に動きが

よい。

慣れている感じ。２

回目の変化すばやく

できる。

参加の態度

準備体操・スティック体

操

（上に伸ばして、左右に

倒す。前後屈、ねじり）

毛布ゆらんこ

（１回目　仰向け　２回

目　あおむけからうつ伏

せに動いてみる）

サーキットトレーニング

（フラフープを10個程

度置いて、その中をケ

ン・ケン・パーで進む

綱渡り

平均台かに歩き

肋木からマットへジャン

プ）

クールダウン

Ａさん♯１（５月）

資料２ 
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不参加

Ｄ君

伸脚で転ぶ。

スティックをもって

の伸びはすっきりで

きる。しっかり地面

をつかんで身体を立

ち上げていった。そ

のまま左右に曲げて

も軸はずれないで残

っている。リーダー

の と こ ろ ま で き て

「もっと伸ばして」

と。

すぐに手でブレーキ

をかけてしまう。４

つ足で進む。

平均台にまっすぐ向

かっていき、派手に

転ぶ。ローラーボー

ドは紐をまったく無

視し、力の調整がで

きない、する気がな

い。

Ｃ君

伸 脚 で 後 ろ に 倒 れ

る。

ス テ ィ ッ ク 体 操 は

「これ嫌い」と。職

員が補助して身体を

伸ばそうとするが補

助しづらく、拒否さ

れる感じ。伸びきる

寸 前 に 膝 を ま げ た

り、身体の軸を崩し

たりする。

身体の感覚ははっき

りしているようで、

利き足での片足立ち

で は 「 こ っ ち は 得

意」「見て見て」と。

乗りなれている。止

まりそうになるとボ

ー ド を 自 分 で 動 か

す。

Ｂさん

屈伸や伸脚で後ろに

転ぶ。

スティック体操では

木が伸びるイメージ

を『トトロの木が伸

び る 場 面 』 と 想 像

し、うまくやる。

乗りなれている。止

まりそうになるとボ

ー ド を 自 分 で 動 か

す。

準備体操・スティック体

操

（リーダーに合わせ、上

前下に伸ばす。

ジャンプしてからしゃが

み、だんだん上に伸びる

〈木のイメージ〉。

横に倒す

スティックに片足を乗せ

る。〈ケン・ケンへの布

石〉）

ローラーボード

（うつ伏せに乗り職員に

押してもらう×３回）

サーキットトレーニング

（ケン・ケン・パー　フ

ープを並べたその中をど

ちらの足も使うように

〈Ｄ君に焦点をあてたメ

ニュー〉）

ローラーボード

（ロープで作った道に沿

って〈コントロールの悪

いＣ君に焦点をあてたメ

ニュー〉

平均台〜横歩き（カニ歩

き）

〈前回のＢのカニさんフ

ィードバックのためのメ

ニュー〉

肋木〜登ってぶら下がる

（身体伸ばしとの関連メ

ニュー）

クールダウン

Ａさん♯２（６月）
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スティック体操では

一つ一つの動作の間

隔が短い。止まる瞬

間がない。身体を横

に倒すとそのまま倒

れてしまう。

一生懸命だが、じた

ばたしてしまい逆に

それが事態を悪化さ

せる。

自分の時も、他人の

時も笑いがとまらな

い。

一生懸命だが、じたば

たしてしまい逆にそれ

が事態を悪化させる。

やはり笑いがとまらな

い。

右足、左足の両方を

使うように置いてあ

るフープ通りには動

けず、全部利き足で

無理矢理こなす。

赤フープで止まれな

い。

後ろ平均台など、バ

ランス崩した時リカ

バリーがない。

Ｄ君

しっかり地面をつか

んでいる。立ち上が

り完璧。

うまく乗った後、わ

ざとゆさぶり、落ち

る。課題に対して、

あきらめているのか

も。

フープの位置を見て

いない。フープをと

ばしていく。

フープを見て、しっ

かり動ける。慎重に

しっかりできる。

Ｃ君

肩があがり、腰が引

けて、背中が前屈み

になる姿勢目立つ。

（Ｇパターン）1

２回目、補助がある

と手足を伸ばして飛

行機の真似。のびの

びすごす。

ゆ っ く り ケ ン ・ ケ

ン ・ パ ー 。 乗 れ な

い。表情悪い。

シャトル拾い「これ

難しい」と。

後ろ平均台慎重にす

り足で。

ストレッチでも手を

挙げると軸がずれる。

Ｂさん

伸脚で後ろに転ぶ。

腰の入りが悪い。

１回目座ってやる時

は、じたばたと耐え

ようとするが、２回

目で四つんばいにな

った時は、何もせず

に落ちる。

姿勢はいいが、ステ

ィックが傾き始める

と、さっと逆の手で

とってしまう。

軽快に動く。

前の人に追いつき始

めると、気になるの

か、失敗しがち。

準備体操・スティック体操

（ジャンプしてからしゃが

み、だんだん上に伸びる（再

び木のイメージ）伸びてか

ら横に倒してみる

体を回してみる（旋回運動）

セラピーボール乗り

１回目

（姿勢自由）補助の手を

離し５秒耐える

２回目

うまくいかないので補助

長めで５秒耐える 

スティックバランス 

サーキットトレーニングう

さぎ組〈テンポ良く軽快が

テーマ〉

フープを使ってケン・ケン・

パー

テープで線路を作りそれに

沿って歩く（だんだん広く

から狭く）

幅・高さ違い平均台（狭・高

→広・低）

肋木（タンバリンをたたい

てからジャンプして降りる）

サーキットトレーニング・

かめ組〈ゆっくり確実にが

テーマ〉

フープを使ってケン・ケン・

パー（赤のフープは停止）

ロープで作った道に沿って

歩く　途中シャトルを拾い

ながら

幅・高さ違い平均台（広・低

→狭・高）後ろ歩き

肋木登ってぶら下がる

クールダウン

Ａさん♯３（７月）



－24－

両手をまっすぐ上に

伸ばせない。

アキレス腱のばしで

きない。

全然静止できない。

腰入れは、膝立ち自

体が難しい。

比較的うまく、毛布

のゆれに身体を合わ

せる。

まっすぐに乗ってい

たのに、ばたばたし

て 逆 に 崩 し て し ま

う。

補助してもどこに乗

ればバランスが良い

のか分からない。

Ｄ君

きれいに伸びる。

身体の軸ずれない。

１回目　笑ってすぐ

裏返しになる。

２回目は笑いも減

り 、 し っ か り 耐 え

る。

身体や筋肉がしなや

かでないのか固い。

力が入っている。(怖

い？) 左右の感覚が

薄いのかまっすぐ乗

れない。

自分の思うバランス

良い位置と実際のバ

ラ ン ス が な り ち が

う。

Ｃ君

前後左右に身体を預

ける時には腰がしっ

かりしているが、身

体を伸ばす時はくに

ゃっと崩れる。

スティックをもって

身 体 を 回 す 課 題 で

は、自分の前側でし

か回せない。後ろは

でっ尻の姿勢のせい

で回らない。

人に任せつつ自分で

持ちこたえるところ

が楽しそう。笑いな

がらも「くそっ、く

そっ」とがんばる。

左右の感覚が薄いの

か ま っ す ぐ 乗 れ な

い。

ストレッチ、座って

い て も お 尻 で て い

る。

Ｂさん

１回目　左右にすぐ

倒れてしまう。楽し

くて笑いがでる。

２回目　がんばろう

という気があるが、

一度崩れてしまうと

リカバリーがない。

左右のついたてがな

い２回目も棒のよう

に ま っ す ぐ 乗 る 。

（他の三人は足でボ

ールをはさむように

乗った。）

スティック体操

上に伸ばす（朝起きたと

きのイメージを使って）

横に曲げる

体を回す→重心移動を念

頭に

スティックを持って片膝

立ち（腰入れ）

スティックなしで体を前

後左右に預ける（バラン

ス）

毛布ロデオ

×２

セラピーボール乗り（乗

って静止してバランスを

５秒間とる）

１回目　マットで両側を

はさみ、前後のバランス

をとる

２回目　マットなしでバ

ランスをとる。

クールダウン

Ａさん♯４（10月）

注１　「Ｇパターン」とはあご、肩、背中、腰、股、膝を屈曲させた姿勢のことをいう。横から見るとその姿勢がアルファベットのＧ

　　に似ていることからその名がついている。新生児期の身体を丸めた胎児姿勢のような、全身的で非活性的な緊張が特徴であり、脳

　　性麻痺の子どもには、Ｇパターンを崩せないで、かなり大きく成長した後も、身体を丸める緊張や姿勢パターンが残っている場合

　　も多い。（大野　村田　1993） 



－25－

アキレス腱のばしで

きない。まっすぐ伸

ばせないで外側に崩

れてしまう。

ランニングゆっくり

だが５周ついて来ら

れない。

一所懸命だが慣性の

法則にしたがい、右

に飛べば、そのまま

右に倒れてしまい、

勢いに負ける。戻れ

ない。

毛布をつかんで耐え

ようとする。

C君のまねをしよう

とするが、ボールに

お構いなく自分勝手

に暴れて転ぶ。

２回目はじっとのれ

ない。自分で勝手に

課 題 を か え て し ま

う。

Ｄ君

なぜかスキップ。

うまい。どうやって

も倒れそうにない。

後ろに傾いた時にも

膝を使ってバランス

取れる。

力を抜いて乗ってお

り、うまい。

真剣に取り組める。

１回目は、腕で引き

寄せようと前後に動

く、自分から働きか

ける。

２回目　一人だけ、

10秒間乗っていられ

ない。重心分からな

い。

Ｃ君

横に飛ぶ時、どうし

ても斜め後ろに飛ん

でしまう。

頭を毛布につけて前

かがみ。工夫してい

る。いつもの背中を

そ っ た 姿 勢 で は な

い。自分のこの発見

を 皆 に 教 え て あ げ

る。

１回目まっすぐ乗れ

ない。

Ｂさん

慎重

耐える気ないように

感じられる。

一度倒れると笑って

しまい、態勢を戻せ

ない。

動かないことで調整

している。「腹に力

を 入 れ た ほ う が い

い」と皆にアドバイ

ス。

準備体操＋軽いランニン

グ

バランスボード

前後左右に傾ける。回

転、片足立ち等、その感

覚を楽しむ

輪っか飛び

フラフープをベースに前

後左右にジャンプ。

毛布ロデオ

今回は秒数を決め数回に

分け立ち直る時間を入れ

ながら

セラピーボール乗り

マットで両側をはさみ、

前後のバランスに集中

１回目は職員が前後で補

助して動かす 

２回目は座ってバランス

をとる。（ボールの空気

が抜けており、簡単な課

題）

クールダウン

Ａさん♯５（１月）



－26－

５周もたない。

やはり難しい。

前に進む時は担当職

員がいたからか、飛

びついていく遊びの

よ う に な っ て し ま

う。後ろに進む時は

慎重に。

課題を課題通りに行

うことができない。

想像の中ではスーパ

ープレーをしている

のかも。

合間は崩れてしまう

が、課題には真剣

Ｄ君

遅 い 時 は ス キ ッ プ

で、速度を調整？

毛布の動きに合わせ

て動く。（新しい工

夫）

ボールの上でバラン

スを取ることからが

できない。

課題が難しくなって

きたのか、集中でき

ない。

Ｃ君

姿勢よい。でっ尻目

立たない。

毛布つかむ。（前回

のＤ君の方法）

笑いながらもしっか

り耐える。

課題に対して真剣。

いちばんうまい。ロ

ーリングしながら進

む。他の子がやって

いる間、マットの上

で遊んでしまうが、

注意は聞ける。

Ｂさん

きれいな走りほう

傾けて安定するまで

時間がかかる。

ある職員の動きを見

てそれに合わせる方

法を考え出す。回を

重ねるごとにコミッ

トしている。

やる前に職員とどう

すればいいか考えて

いた。

乗るのは下手だが、

うまく手をローリン

グさせて、進む。

準備体操＋軽いランニン

グ

バランスボード 

前後左右に傾ける。回

転、指示した方向に倒し

静止、自由遊び

毛布ロデオ

秒数（５秒、５秒、10

秒）を決め３回に分け、

立ち直る時間を入れて

セラピーボール乗り×２

ボールの空気は抜けたま

まで

マットで両側をはさみ、

前後のバランスに集中

職員がボールを前後に転

がし移動する

クールダウン

全体の様子

Ａさん♯６（２月）



－27－

Ｃ君に影響され、奇

声 な ど ま ね を す る

が、声かけで戻る。

５周走りきれない。

落ち着いて取り組め

るが、時々派手に倒

れる。

地 蔵 の よ う に 耐 え

る。最後は毛布の揺

れに合わせて自分で

飛んでみる。

Ｄ君

来たとたんから奇声

あげる。自分の位置

なかなか定められな

い。

ランニングではわざ

とリーダーの邪魔を

する。むらのある走

り。

安定して乗れる。

３回目は「毛布ゆら

んこ」をえらぶが、

コマネチのまねでふ

ざけてしまう。楽し

すぎる？

身体が大きくなり、

ボールが小さいのか

乗りにくい。足でマ

ットを押さえている

など、課題に対して

ごまかしが目立つ。

途中で他の子が課題

にとりくんでいるの

にちょっかいを出し

そうになる。注意さ

れる。

Ｃ君

傾けて耐えた後、ボ

ードなしで立っても

らう。＜足下しっか

りしない？＞に「ほ

んとだー」と。

出っ尻はほとんど目

立たなくなっている

最初は毛布をつかん

でいたが、ゆれが激

しくなると、それに

合わせて、トランポ

リンのように飛ぶ

横向きに乗り、その

ま ま う ま く 動 く 、

〈 縦 に の っ て み

て？〉には「難しい

こというね」と言い

つつ、しっかり取り

組める。なおかつ上

手。

Ｂさん

＜膝をつかってごら

ん＞という声かけに

すんなりのることで

きる。

すぐ落ちるが、笑顔

でやりなおす。

自然な身のこなし。

参加への態度

準備体操＋軽いランニン

グ

バランスボード 

前後左右に傾ける、指示

した方向に倒し静止８秒

どこもボードを床につけ

ないで３秒以上

毛布ロデオ

秒数（５秒・10秒・10

秒）を決め３回に分け立

ち直る時間を入れながら

３回目は毛布ゆらんこを

選ぶのもＯＫ

セラピーボール乗り

今回はボールの空気を少

し入れてみた

マットで両側をはさみ前

後に職員が補助に付き子

どもがバランスを取りつ

つ転がりながら進む（１

往復）

クールダウン

Ａさん♯７（３月）


